
理科

単元目標

・等速直線運動の時間と距離のグラフ
から傾きは速度であることを理解し、
運動の式を求めることができる。

数学科

単元目標

・等速直線運動の時間と距離のグラフは原点を通
る右肩上がりの直線であることから、この2つの
関係は比例の関係であることを理解し、グラフを
表し、式を求めることができる。

ICT活用とｶﾘｷｭﾗﾑ・ﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄを取り入れたキャリア教育とESDの視点に立った授業実践 ９月２４日（水）３校時 3年 2組

実践・工夫点・アウトプットの実践内容（箇条書き・写真等）

・等速直線運動の時間と距離の関係をグラフに表し、数学の比例のグラフと同じであることを見出すことで、理解と定着を図る。

①等速直線運動を実験により記録テープに記録する。②記録テープを処理して、結果とする。③記録テープから時間と距離の関係をグラフに表す。

・「グラフの形から、等速直線運動における時間と距離の関係は何か。」という疑問を投げかけ、数学で学習した「原点を通る右肩上がりの直線」は「比例のグラフの形であり条件」であることを再確認する。

・「等速直線運動の時間と距離のグラフの傾きは何を表しているか。また、このグラフの式はどのようになるか。」という疑問を投げかけ、数学で学習した「傾き」は「ｙの増加量/ｘの増加量」であることを再確認し、ｘ軸
は時間、ｙ軸は距離を表すことから、傾きは「距離/時間」、つまり速さとなることを説明し理解させる。

・同様に数学で学習した「比例の式はｙ＝ax」であることを確認し、今回実験した等速直線運動も比例の式として表せることを示し、理解を深める。

成果

・等速直線運動の時間と距離の関係は「比例」になることに関して、定着したようであ
る。

・理科におけるグラフと数学で扱うグラフは同じものであり、数学的に考えることがで
きることに気づくことができたようである。

・今回のグラフの傾きが速さになること、時間あたりに進む距離であることから距離/
時間であることに気づけたようである。

今後に向けて

・理科の物理の分野では特に数学と結びつけることは学習の
定着の面でも新しい気づきの面でも重要であると改めて感じ
たため、積極的に取り入れられるよう、授業改善を進めて行
こうと思います。

教科横断（カリキュラム・マネジメント）の視点 ＥＳＤの視点

キャリア教育の視点
ＩＣＴ活用

（スライド）
カリマネ教科

×

メイン教科

⇒

育成する資質・能力 概念 能力・態度

知識・技能 知識・技能

論理的思考力 多様性 批判的に考える力 人間関係・社会形成

即時性言語能力・コミュニケーション力 相互性 計画を立てる力

自己理解・自己管理

思考・判断・表現 思考・判断・表現

課題発見・解決能力 有限性 多画的思考

自立的活動力 公平性 コミュニケーション力

課題対応 共有性

学びに向かう力・
人間性等

学びに向かう力・
人間性等

人間関係調整力 連携生 他者と協力する

社会参画力・未来づくり 責任制

つながりの尊重

キャリアプランニング 保存性
進んで参加する


